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版神・淡路大震災でほ躇する学生ボランティアに対する

兵郎県社会福祉協岱会のアシストプ 9 ン

阪神・坂路大戯災

.. 

r学宰．ポランティアセンター」の闘設1こついて

目的
阪神・淡路大策災では、全国からいち早く駆1ナ付けた学生ポランティアが活躍した．

夏休みのJ¥Jlrul屯多くの学生ポランテイアが活動することが予想されるが｀被災地の状況
9、製災当初から変化し、仮段住宅の生活支筏括動が中心となってきている．
露災以後、兵紐県・京都府を中心として学生ポラ，，，ティアの迎終会磁が毎月開骰されてい

豆八夏休み期間中の括動に対応するため r学生ポランテイアセンター」を開設した．
「学生ポランテイアセンター」では、多くの学生が活動する夏休みにしかできない活動を

ヤ心に、各稲情蜆提供・仮設住宅を中心とするポランティアニーズの把褪とローディネート

紐謀屈解決のためのポランティアグループとの辿携による事菜を企囮、実施する．

また・全口の学生ポランティアに適切な情報を提供することで予想される潤乱を未然に防

とすることを目的に開設する．
なお、閻四の学生ポランテイアのネットワークづくりを目指して活動する．

2.絞置主体 社会柑祉怯人 兵犀県社会福祉協既会

3.這宮協力 笈神・淡路大俎災 r学生ポランティア連絡会斑J

1運営協力大学1
神戸大学・神戸松慈女子大学・ばらんてい蕊四神戸・神戸女子大学・西神戸大学逼合会

罪谷大学・花図大学・立命館大学・京都大学・同志社大学・日＊福祉大学・岡朋＊学の

各ポランティアセンター及びガリバー王国的

4一閑設日時

5' 開設逼所

ヰ成 7年8月1日（火） ～9月30日（土）までの 2ゲ月間

8 ; 0 0~ 1 8, 0 0 （土日も 1111設）

兵庫県社会福祉協紐会・ポランティアセンクー 会議室

〒651 神戸市中央区坂口泄 2-i -l 8 
県福祉センター内

芯 (078) 242-8642 （直洒）
,.,(078) 242-4153 
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6.事痰内容

(1)学生ポランティアに対する情報提供

(2) ポランティアダループ及び地芯生民団体との運携

(3)各大学ボランティアセンクーとの連絡調益

(4 I各ポランティアセンターとの速携

(5)仮役住宅生活支援事業の企固．冥施
(6)学生ポランテイアのネットワーグに関する事業

(7)その他目的達成に必要な事業

7. 事烈局スタ・，フ
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阪神・淡路大震災「学生ポランティア連絡会訊」からの学坐ポランティア 3名

＂ ＇→ヽ ーし
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↓ ↑ 連携

社協ポランティア

センター

ポランティア団体

阪神・淡路大震災

r学生ポランティアセンター」
7 l::lーテャート

学生ポランティア

↑ ↓ 

情帳提供 ↑ ↓ 這絡 学生ポランティア遮絡会議
↑ l 

・「学生ポランティアセンター」事務局
↑ ↓這携

《 事業計回 》

↓ 

↓ 

1.仮設住宅環境鼓傭（清掃・雑草躯除など）
2.仮骰住宅改善（平摺り付け・スロープづくりなど）
3、各糧ニーズの揖り起こしと地元学生ポランティアのコーデ

ィネート

4、全国からの学生ポランティアの情報提供とコーディネート

5．地元活動ポランティアグループ・団体の支援

6.学生ポランテイアフォーラムの開催

7、学生ポランティア＝ュースの発行
8.その他

｛活動（コofィキート）） ’ ↓ 

↓ 

↓ 

↓ 

↓ ↓ 

長期・糊続的活動ポランティア

↓ 

↓ 

継絞的•福祉的＝ーズ対応

仮餃住宅生活支援

↓ 

コーディネート ↓ 

↓ 

・仮改住宅支援ポランティアグループ

・地元学生ポランティア

短期・単発的活動ポランティア

↓ 

［仮誼住宅；境蓋備

↓ 

コーディネート ↓ 

↓ 

・仮設住宅支援ポランティアグループ

・各市区ポランテ々アグループ

•その他

"',、し V



ポランティア？舌動に参加しよう！ ！ 

阪神・淡路大震災でご支授をいただいたり｀関心を寄せていただいた全国の学生

0)皆さん 1

災害発生から 1か月間は、 1日当たり約 20, 000人のボランティアの方々に

活躍していただきましたが、その後だんだんと減り、 7月時点では 18当たり約

800人となっています．

被災地では、まだまだポランティアを必要として毎日、各種の新閲にポランティ

ア募集の記享が褐戴されています。

そこで、夏休み期問中の学生ポランティアの総合窓口として、 「学生ボランティ

アセンター」を開設しました．

「学生ポランティアセンター」では、 「この夏休みにポうンティア活動をしたい

が、どこへ行けばいいの？」 「こんな活動をしたいが、ボランティアが足りない」

など、学生のボランティア活勘全般についての課限に対応します。

また、ボランチィア活動中の「悩みごと」 「困りごと」などについても相談にも

お答えします．

学生のみなさん、この夏休みは披災地でのポランチィア活動にご参加くださいま

すようお願いします．


